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概  要 

 航空機やロケット等に使用されている角速度センサであるリングレ

ーザジャイロを半導体チップ上に構成し、携帯電話等に搭載可能とす

るための研究である。レーザキャビティの２次元形状により新しいタ

イプの半導体リングレーザを構成するものである。 

 これにより、超高精度な角速度センサが携帯情報端末に搭載可能と

なり、航空機のように自律的な位置情報検出が行えるようになる。ま

た、得られた位置情報・姿勢情報により、将来の高度な情報サービス

への展開が可能となる。 

 

【サブテーマ】 

①角速度センサチップ最適設計理論の研究 

②角速度センサチップ作製技術の研究開発 

③角速度センサチップ制御技術の研究開発 

④回転角速度検出技術の研究開発 

⑤無線と慣性センサによるハイブリッド位置計測技術の研究開発 

 

 

 

 
 

 

高さ 2 ㎜ 
直径 5.6mm 

3㎝角 

従来 
本研究開発
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